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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 5,759 0.0 379 △27.0 414 △22.2 293 △35.9

2021年12月期第３四半期 5,758 25.5 520 113.3 532 199.0 457 227.6

（注）包括利益 2022年12月期第３四半期 673百万円（10.1％） 2021年12月期第３四半期 611百万円（444.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 36.52 －

2021年12月期第３四半期 57.57 57.21

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 9,297 2,837 30.5

2021年12月期 8,178 2,195 26.8

（参考）自己資本 2022年12月期第３四半期 2,837百万円 2021年12月期 2,195百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年12月期 － 0.00 －

2022年12月期（予想） 7.00 7.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,970 6.7 429 △29.1 445 △27.6 310 △38.6 38.56

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 9,054,000株 2021年12月期 9,054,000株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 947,009株 2021年12月期 1,085,109株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 8,039,371株 2021年12月期３Ｑ 7,953,901株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は添付資料７ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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売　 上　 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（A）

百万円

7,909

百万円

427

百万円

375

百万円

300

円銭

37.64

今回修正予想（B） 7,970 429 445 310 38.56

増　減　額（B－A） 61 2 70 10

増  減  率（％） 0.8% 0.5% 18.7% 3.3%

（ご参考）

前　期　実　績
（2021年12月期）

7,467 605 615 505 63.54

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症の影響により、それま

での雇用情勢や所得環境の改善による景気の緩やかな回復基調は一変し、米国、中国の対立やロシアによるウクラ

イナ侵攻の影響も懸念されるなど海外経済の不確実性が高まり、先行きは依然として不透明な状態で推移いたしま

した。

　このような環境の中、当社グループは、中期スロ－ガンとして「安心をお届けする不二精機グループ」を掲げ、

品質管理体制の徹底強化によるグループ一体となった顧客満足の更なる追求を図り、精密金型のコア技術をもとに

自動車及び二輪車などの成形事業分野への積極的な展開を行い、顧客への高付加価値製品の提供による安定受注の

拡大に努めてまいりました。

　また、「『考動』で価値を創る」をグループ全社員の行動規範とし、「お客様の利益の最大化」を目標に、新た

な価値創造、また「５Ｓ活動」を基本とする着実な品質改善活動に取り組んでおります。

　このような結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、射出成形用精密金型及び成形システム事業の売上高が

減少した一方、精密成形品その他事業の売上高が増加したことにより、前年同四半期と同等の57億59百万円となり

ました。

　損益につきましては、射出成形用精密金型及び成形システム事業で主力製品であり利益率の高い医療機器用精密

金型の売上高が前年同四半期に比べ減少したことに加え、精密成形品その他事業で品質管理体制を強化したことで

収益性が低下したことにより、営業利益は前年同四半期比１億40百万円（27.0％）減少の３億79百万円となりまし

た。為替差益、雑収入の増加により営業外収益が12百万円増加し、支払利息などの減少により営業外費用が10百万

円減少したことにより、経常利益は前年同四半期比１億18百万円（22.2％）減少の４億14百万円となりました。特

別損益項目、法人税等を加え、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期比１億64百万円（35.9％）減少

の２億93百万円となりました。

　なお、中国上海市で新型コロナウイルスの感染拡大防止を目的に実施されたロックダウンにより、同市の子会社

（上海不二精机有限公司）が事業活動全般の停止を余儀なくされ、同期間中の固定費等を「新型コロナウイルス関

連損失」として特別損失項目で表示しております。ロックダウンの解除以降、工場の稼働率は徐々に回復し、現在

は平常通りの操業となっております。

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績の動向等を踏まえ、2022年２月14日付で公表しました通期の連結業績予想を下記のとおり修正してお

ります。

2022年12月期通期連結業績予想の修正（2022年１月１日～2022年12月31日）

詳細につきましては、2022年11月14日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 899,107 1,229,268

受取手形及び売掛金 1,200,877 1,481,911

電子記録債権 203,184 262,194

製品 845,071 716,757

仕掛品 494,042 656,642

原材料及び貯蔵品 172,770 240,606

未収入金 56,280 69,572

その他 170,059 363,756

貸倒引当金 △3,623 △4,940

流動資産合計 4,037,769 5,015,768

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 684,724 745,627

機械装置及び運搬具（純額） 865,310 954,837

工具、器具及び備品（純額） 496,496 606,725

土地 734,781 734,781

リース資産（純額） 407,958 360,711

建設仮勘定 438,478 443,883

有形固定資産合計 3,627,750 3,846,566

無形固定資産

のれん 31,008 28,101

その他 73,890 93,576

無形固定資産合計 104,899 121,677

投資その他の資産

投資有価証券 183,692 148,664

長期貸付金 5,733 6,315

繰延税金資産 58,346 52,895

その他 171,038 116,744

貸倒引当金 △10,865 △10,933

投資その他の資産合計 407,944 313,686

固定資産合計 4,140,594 4,281,930

資産合計 8,178,363 9,297,699

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 959,843 985,490

電子記録債務 160,715 145,503

短期借入金 2,561,315 2,753,216

リース債務 129,113 123,764

未払金 217,345 187,529

未払法人税等 102,439 70,283

前受金 460,964 －

契約負債 － 542,249

賞与引当金 72,866 124,208

製品保証引当金 32,836 29,349

その他 135,979 151,499

流動負債合計 4,833,420 5,113,095

固定負債

長期借入金 836,419 1,083,524

リース債務 183,772 143,392

繰延税金負債 48,777 35,704

退職給付に係る負債 46,315 58,942

役員退職慰労引当金 14,539 3,403

資産除去債務 18,921 22,075

長期前受収益 569 －

固定負債合計 1,149,315 1,347,042

負債合計 5,982,735 6,460,137

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 738,793 751,790

利益剰余金 834,214 1,048,025

自己株式 △268,352 △233,272

株主資本合計 1,804,656 2,066,543

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24,139 2,763

為替換算調整勘定 366,718 768,254

その他の包括利益累計額合計 390,858 771,018

新株予約権 113 －

純資産合計 2,195,627 2,837,561

負債純資産合計 8,178,363 9,297,699
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 5,758,191 5,759,366

売上原価 4,375,395 4,587,967

売上総利益 1,382,795 1,171,398

販売費及び一般管理費 862,274 791,592

営業利益 520,520 379,806

営業外収益

受取利息 2,094 2,081

受取配当金 319 308

補助金収入 2,951 4,575

為替差益 50,749 56,641

その他 4,809 9,810

営業外収益合計 60,924 73,415

営業外費用

支払利息 38,253 31,719

コミットメントライン手数料 3,000 2,000

その他 7,582 5,028

営業外費用合計 48,835 38,747

経常利益 532,609 414,474

特別利益

固定資産売却益 78,714 2,005

特別利益合計 78,714 2,005

特別損失

固定資産売却損 2,037 1,578

固定資産除却損 380 531

新型コロナウイルス関連損失 － 24,681

特別損失合計 2,417 26,791

税金等調整前四半期純利益 608,907 389,687

法人税、住民税及び事業税 150,326 87,767

法人税等調整額 △26,698 8,307

法人税等合計 123,628 96,075

四半期純利益 485,278 293,612

非支配株主に帰属する四半期純利益 27,348 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 457,930 293,612

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 5 -

不二精機（6400）
2022年12月期 第３四半期決算短信



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 485,278 293,612

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 398 △21,375

為替換算調整勘定 126,211 401,535

その他の包括利益合計 126,610 380,159

四半期包括利益 611,889 673,772

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 583,395 673,772

非支配株主に係る四半期包括利益 28,493 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高、売上原価、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響も軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示してい

た「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益

認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替

えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31

日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収

益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

新型コロナウイルス関連損失

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

　中国上海市で新型コロナウイルス感染拡大防止を目的に実施されたロックダウンにより、上海不二精机有限公

司の事業活動全般の停止を余儀なくされました。その際に生じた固定費相当額24,681千円を特別損失に計上して

おります。
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